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精液核酸代謝に対する副腎ホルモンの影響

第1篇

Adrenalinの 精 液 核酸 代 謝 に及 ぼす 影 響

岡山大学医学部皮膚科泌尿器科教室(主 任:大 村順一教授)

専攻生　 江 原 滋

(昭和34年8月25日 受稿)

緒 言

内分泌学的研究の進歩によっで各種Hormoneが 生

体の新陳代謝過程に対する重要な調節作用を営むもの

であることが明らかにされ,生 体内における生物学的

変化は主としで酵素系によって左右され るという事実

や,又,酵 素が生体内における各種の代謝反応の触媒

的作用を営むことから,各 種の代謝に及ぼす内分泌性

調節機構が当然問題としで取 り上げられるようになっ

てきた.こ れらの調節機講を司る内分泌腺としでは脳

下垂体,甲 状腺,胸 腺,副 腎,生 殖腺等が主要な臓器

であると考えられ,こ れら内分泌腺相互の関係は下垂

体-副 腎系,下 垂体-副 腎-性 腺系,間 脳-下 垂体-

副腎系,更 に視床下部-下 垂体-副 腎皮質系等の各種

の名称で呼ばれでいる一系列の系統的内分泌腺によっ

て平衡が保たれでおり,同 時に内分泌腺相互の作用に

よっで各種の代謝が左右されるものであることが明ら

かにされできた.

一方, Adenine, Guanine等 のPurine体 は

Pyrimidine base, Ribose, Phosphoric acidと 共

に核酸を構成し,生 物の栄養素としでその成長発育,

蛋白質資成或いは遣伝等の生物にとって極めで重要な

機能の運営に大なる関係をもっでいる.

又,精 液或いは前立腺液,精 嚢腺液中には果糖,ク

エン酸等が多量に含有され,こ れら性腺臓器における

TCA回 路の研究もHuggins1), Mann2),加 藤等3)

の報告によって窺い知ることが出来 る。核酸合成経路

におけるWarburg-Dickens回 路及び性腺臓器にお

けるTCA回 路の存在はいずれも糖質のみならず脂

質 蛋白質にも共通した終末的な代謝分解過程であり,

このような酵素学的代謝過程の観点に立って性腺ホル

モンと関係の深い精嚢腺に副腎系ホルモンを投与する

と血中の核酸分屑,特 にその槍成分の合成或いは分解

過程に何等かの変化を及ぼすものと想像される.

最近,泌 尿器科領域における各種抗生物質並びに副

腎皮質系ホ ル モ ンの使用が増加し,そ の臨床治験の

報告には興味深いものが多数認められ るので,男 子附

属性腺の一つであ る精嚢腺の生理作用に関する系統的

な研究の一環として,精 嚢腺における吸収作用を利用

してAdrenalinを 経輸精管的に家兎の精嚢内に注入

す ると共に筋肉或は皮下にも投与しで血中のRNA及

びDNAに 及ぼす影響を比較検討し,男 子性腺におけ

る病態生理の解明の一因としで実験的考察を試みた.

実験材料及 び実験方法

1. 実験動物

白色雄性成熟家兎を使 用 し,体 重2～3kgの も

のを選んだ.飼 料は1日 量としで豆腐粕150g,人 蓼

100g,押 麦150gを 混合したものを与え,実 験中は飼

料の変更をしなかつた.

2. 使用薬剤及び投与方法

ア ドレナ リン(ボ スミン第一製薬)を 家兎体重1kg

当 り0.1ccを 投与した.投 与は筋肉内(以 下一括 しで

筋肉内としで表現する)及 び経輸精管的に精嚢内注入

(以下精嚢内としで表現す る)の2種 類の方法を使用

した.投 与に当 り,被 検家兎を2群 に大別し, 1回 投

与群と7日 間連続投与群とし,実 施に当 り先ず初回投

与後採血測定 し,こ れを1回 投与群測定値となし,引

続き連続投与を行い,所 要量投与終了後採血測定 しで

連続投与群測定値とした.

3. 採血方法

主 としで耳静脈より採血したが,耳 静脈よ り採血困
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難の場合には止むを得ず心臓穿刺によつで採血 した.

採血は薬剤投与前,投 与後1, 3, 5, 7時 間 目に合

計5回 にわたつで実施 した.

4. 実験方法

去勢による影響を観察する目的で同一家兎につき去

勢前,去 勢後1週, 4週 においでそれぞれ採血測定し

た.又,副 腎剔除後の影響を観察す るために副腎剔除

術 を実施した.副 腎剔除術は家兎においでは比較的困

難 とされでいるが著者は次の要領で実施した.即 ち,

腹部中央部においで約15cmの 切開を行い,筋 肉,腹

膜を切開し小大腸を体外に移動,右 腎及び右副腎の視

野を拡けで腎固定膜 を剥離し腎を反転移動し動脈を結

紮,副 腎の背部側より大動脈と癒着せる部分を上部 よ

り徐々に剥離,副 腎下部は腎動脈と小血管により癒着

連絡せるため結紮切除しで副腎を剔出する.左 副腎 も

右副腎 と同様な要領で実施した.手 術後は家兎体重1

kg当 り5mgの 割合でコーチゾンを投与した.

5. 測定方法

血中RNA及 びDNAの 測定はThannhauser-

Schmidt法 清水法4.5)に よつで核酸分屑を分離,各

分屑燐を コールマン光電 比色計に よつで 比色定量 し

た.血 中の核酸は主 としで赤血球に由来し大部分は細

胞内に存在するが,著 者は血清中の核酸の態度に注目

しで実験した,

実 験 成 績

Ｉ 正常対照群

何等薬剤を投与せぬ無処置群をもつで対照群を構成

し,こ れら健常成熟家兎の去勢前値をもつで正常値と

なし,去勢後1週 及び4週 目の測定値と比較した.又 ,

時間経過による核酸量の変動を見るために第1回 採血

後1, 3, 5, 7時 間 目に採血測定 し,そ の結果を第

1表 及び第1図 に示した.

第1図　 対 照 群

1 RNA

去 勢 前 初 回 の成 績 は4.4～4.7mg/l平 均4.48mg/l

を示 し,以 後 各 測 定 時 に お け る変 動 は4.1～4.6mg/l

の 範 囲 に あ り,い ず れ も初 回 値 の 変 動 範 囲内の 推移 を

示 し たの で時 間 経 過 につ い で の 変化 は認 め られ ない も

の と思 わ れ る.去 勢 後1週 初 回値 は4.4～4.7mg/l平

均4.56mg/lで,そ の後 の 時 間 経 過 につ れ で4.2～

5.1mg/lの 範 囲 に 変動 し,平 均 値 で は4 .52, 4.68,

 4.58, 4.60mg/lを 示 し,軽 度 の上 昇 傾 向 を認 め た.

去 勢 後4週 初 回 値 は4.1～4.5mg/l平 均4.32mg/l

を示 し,そ の 後4.2～4.9mg/lの 変 動 で 去勢 前値 の変

動 とほ ぼ 同 様 の 推 移 を示 した.

2 DNA

去 勢 前 初 回 値 は0.8～1.2mg/l平 均0.96mg/lを 示

し,そ の 後0.8～1.1mg/lの 変 動 で あつ た.去 勢後1

週 初 回 値 は0.8～1.2mg/l平 均1.02mg/lで 平均 値 に

お い で や や 上 昇 す る も時 間 経 過 に よ り0.7～1.2mg/l

の 変 動 を示 し去 勢 前 値 とほ ぼ 同様 で あっ た.

去 勢 後4週 初 回値 は0.8～1.1mg/l平 均0.96mg/l

で,そ の 後0.8～1.2mg/lの 範 囲 の 変動 を示 した.

Ⅱ Adrenalln投 与 群

実 験 成 績 を筋 肉 内注 射 群 と精 嚢 内注 入群 に大 別 し,

更 に そ れ ぞ れ を1回 投 与 群 と連 続 投 与群 に 分 けでRN

A及 びDNAの 変 動 を調 べ た結 果 を第2～5表 及 び第

2～3図 に 示 す.

(1) 筋 肉 内 注射 群(第2, 3表.第2, 3図)

1 RNA

Adrenalin投 与 後1時 間 に しで 急激 な上

昇 を 認 め る こ とは1回 投 与 群 並 び に連続 投与

群 の い ず れ に お い で も同様 で,去 勢 前 後 を通

じ で1回 投 与 群 では7.1～8.6mg/1連 続 投与

群 で は6.1～8.7mg/lを 示 し た.

去勢 前 に おけ る3時 間 値 は1回 投 与 群 では

53mg/l (6.3～4.3mg/l)で5例 中2例 は

正 常 値 に 回 復 したが,連 続投 与 群 で は5時 間

値 に お い で も正 常 値 よ り高 値 を 示 す(5.0～

6.7mg/l平 均5.9mg/l)結 果 を得 た.

去勢 後1週 で は去 勢 前 に比 しで1時 間 値の

減 少 が 認 め られ, 1回 投 与 群 では7.78mg/l 

(7.1～8.3mg/l),連 続 投 与 群 で は7.56mg/l 

(7.0～8.2mg/l)を 示 し, 5時 間 値では1
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回投 与 群 の全 例 が 正 常 に 復 し,連 続 投 与 群 では5.14

mg/l (4.9～5.4mg/l)で 正 常 値 よ り や や 高 値 を得

た.去 勢 後4週 で は去 勢1週 後 に 比 しで1時 間 値 は1

回 投与 群 で は軽 度の 増 加(平 均7.84mg/1)を 示 し,

連続 投 与群 で は 減 少(平 均6.86mg/l), 3時 間 値 で は

1回 投与 群 は ほ ぼ 正 常 に 復 す るが連 続 投 与 群 で は正 常

値 よ り 高 値(平 均5.38mg/l (5.0～6.0mg/l)〉 を

示 した.

第1表　 対 照 群

2 DNA

去 勢前1回 投 与群 の1時 間 値 は0.9～1.1mg/l平 均

1.0mg/l,連 続投 与群 で は1.0～1.4mg/l平 均1.26

mg/lで 全例が注射前値に比しで上昇した.去 勢後1

週及び4週 では両群 ともにほぼ同様でいずれも正常値

範囲内の変動であった.

第2表　 Adrenalin 1回 投与 群(筋 肉)

(Ⅱ) 精 嚢 内 注 入群(第4, 5表 第2, 3図)

1 RNA

去勢 前 後 を通 じ て1時 間 値 は5.2～6.9mg/lが 両 群

共 に 認 め られ,筋 肉 注 射 群 の よ うに8mg/lを 越 え

る例 は 認め なか つ た.去 勢 前3時 間 値 は1回 投 与 群 で

は5.3mg/l (4.9～5.8mg/l),連 続 投 与 群 で は5.5

mg/l (4.9～6.2mg/l)で 共 に大 差 な く,5時 間 値 は

両 群 とも正 常 値 に 回 復 した.
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第3表　 Adrenalin連 続 投与 群(筋 肉)

去 勢 後1週 で は1時 間 値 は1回 投 与 群 で は5.98

mg/l (5.8～6.2mg/l),連 続 投 与 群 で6.28mg/l 

(5.7～6.6mg/l)で 両 群 共 に去 勢 前 値 に 比 し て 減 少

傾 向が 認 め られ, 5時 間 値 で は 正 常 値 に 回 復 した.

去 勢 後4週 で は1回 投 与群 の1時 間 値 は5.52mg/l

 (4.9～5.9mg/l)で3時 間 値 は 全 例 が 正 常 値 に 回 復 し

た.連 続 投 与群 で は1時 間 値 は6.76mg/l (6.6～6.9

mg/l)で5時 間 値 に 至つ て正 常 値 に 復 した.

2 DNA

精嚢 内投 与群 は筋 肉 内投 与群 に 比 し で 影 響 は 大 き

く,去 勢 前1時 間 値 は1回 投 与 群1.26 (1.2～1.4

mg/l),連 続 投 与群1.32/l (1.2～1.56mg/l)で,

去 勢 後1週 で も そ れ ぞれ1.22mg/l, 1.28mg/l,去 勢

後4週 に お い て1回 投 与 群 の み 正 常 値 を示 したが 連続

投 与群 で は1.26mg/l,で 軽 度 の上 昇 を認 め た.

第4表　 Adrenalin 1因 投 与 群(精 嚢)

(Ⅲ) 副 腎

副腎剔除による影響を観察するために本実験に際し

で手術前後にわたりコーチゾンを投与せる群と無投与

群の2群 に分ち,前 者は手術前よりホルモン投与を実

施し,術 後7日 目に至るまで連 日投与した.後 者は手

術前後を通じ何等副腎皮質ホルモンを投与せず手術後

3日 以内に採血測定した.便 宜上,ホ ルモン投与群を
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A群,無 投与群をB群 としで記載した.実 験

結果は第6表,第4図 に示す.

第2図　 Adrenalin 1回 投 与 群 の 比 較

第3図　 Adrenalin連 続 投 与 群 の比 較

第4図　 副 腎 剔 除 家 兎 群

1 RNA

A群 に お い で は 注 入前 値5.4～6.2mg/l

平 均5.8mg/l,時 間 経 過 と 共 に 平 均 値 に

お い で6.77mg/l, 5.23mg/l, 6.13mg/l,

 5.90mg/l.と 変 化 し昇 降 不 定 の結 果 を 示 し

た.

B群 に お い で もA群 と 同様 にAdrenalin

投 与 後 一過 性 の上 昇 を認 め る も直 ち に 下 降 し

注 入前 値 に復 帰 す る傾 向 を認 め た 。 実 験 値 は

A群 に お い で5.0～7.1mg/l, B群 に お い で

9.8～18.1mg/l.の 範 囲に あ り,剔 出術 の 侵

襲 が 大 きい こ と を明 らか に 認め るこ とが 出来

た.

2 DNA

A群 に お い で は0.6～1.2mg/l, B群 に お

い で は0.3～1.0mg/l.の 範 囲 の変 動 を示 し,

時 間 経 過 に 対 しで も大 な る変 動 を認 め るこ と

は 出 来 な か つ た.

総 括 並 び に 考 按

周 知 の 如 く, Adrenalinは 肝 糖 原 を分 解

しで 血 糖 をた か め,筋 糖 原 の 分 解 を も 促進 し

で 乳 酸 の 増 加 を きた さ しめ,更 に血 中乳 酸 は

肝 に お い で 糖新 生 に 利 用 され る こ とがCori

等6) 7)の 研 究 に よつ で 報 告 され で い る.

田 口8)はInsulin及 びAdrenalinの 肝

燐 及 び核 酸 に 及 ほ す 影 響 を観 察 し,DNAは

投 与 後1時 的 に 増 加 を認 め た が 直 ち に投 与 前

値 以 下 に 減 少 し, RNAは 終 始 増 加 を示 した.

即 ち, DNAはAdrenalin注 射 直 後15～

30分 に し て軽 度 の 増 加 を 示 し たが,こ れ は 侵

襲 と しで の 上位 ホ ル モ ン,特 に副 腎 皮 質 ホ ル

モ ンの 分 泌 に よ る 間接 作 用 に よ るも の と 考

え,次 い で 見 られ る滅 少 は 末 梢 組 織 に おけ る

Glucoseの 利 用能 低 下 の 影 慰 が 徐 々に 現 わ れ

た の で は な い か と述 べ て い る.一 般 に 正 常 動

物 にAdrenalinを 皮 下 或 い は静 脈 内 に 注 射

す る と副 腎 ア ス コ ル ビ ン酸,コ レステ ロ ー ル

の 減 少,流 血 中 淋 巴球,好 酸 球 の 減 少,副 腎

リポ イ ド顆 粒 の 滅 少 が 起 り,こ れ らの 変 化 は

下 垂 体 一 副 腎 皮 質 系 刺 戟 に よ る結 果 と しで 発

現 す る もの と考 え られ で い る.即 ち,副 腎 剔

除 或 い は 下 垂 体 剔 除 動 物 に お い で は か か
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る現 象 が 認 め られ な い か ら で あ る. Vogt9)は 犬 に

Adrenalinを 静 注 す る と 副 腎 流 血 中 の 皮 質 ホ ル モ ン

濃 度 の上 昇 を認 め, Long10)は 下 垂 体 剔 除 動 物 で は か

か る 上昇 が 認 め られ ず, Adrenalinが 副 腎 ス テ ロ イ

トの 末梢 消 費 を亢 進 せ しめ で血 中皮 質 ホ ル モ ン濃 度 の

減 少 に応 じ でACTHが 刺 戟 され る と い う可 能性 を

論 じ で い る. Ohlerl1)は 血 中 コ ル チ コ イ ドの 濃 度減

少がACTH分 泌 の 基 本 的 条件 に な る と しで 下 垂 体一

副 腎 系 の 調節 機 序 を考 えで い る.こ れ ら の 報 告 よ り

Adrenalinが 下 垂 体 に 作 用 し,更 に 副 腎 皮 質 系に 影

響 を 及ぼ しで 機 能 亢進 を生 ぜ しめ,代 謝 に 変化 を 伊え

て い るこ とは 明 らか で, Cori12) 7)はGlucose-1-

燐 酸 及 びGlucose-6-燐 酸 の 濃 度 がAdrenalin

投 与 に よ つ で 高 め られ,血 糖 の 利 用が 終 つ て か ら

Carbohydrate oxidationが 上昇 す る と 述 べ でい

る.

第5表　 Adrenalin連 続 投 与 群(精 嚢) 第6表　 副腎剔除家兎群

A群

B群

著者の実験の結果ではAdrenalin投 与により両群

とも1時 間にしで急激なRNAの 上昇を認め, DNA

は精嚢内注入群においで軽度の上昇を認めたのみで筋

肉内注射群では正常値と大差は認めなかつた.投 与後

5時 間にしで 核酸量 は ほぼ正常値を示し,特 にA

drenalin投 与後直ちに核酸量の変化を認めたことは

Adrenalinが 下垂体副腎皮質系に作用し,機 能亢進

のために核酸代謝に影響を及ぼしたものと解すべきで

あろ う.更 にDNAの 軽度の上昇は糖新生の促進及び

糖利用の抑制,即 ち, Glycogen→Glucose-6-燐

酸→Glucoseの 促進並びにTCAサ イクルの回転に

よる間接的な核酸量の増加と見做すべきであり,精 嚢

腺における変化が認められたことは下垂体-副 腎皮質

-性 腺系に影響を及ぼし,去 勢による核酸量の変化と

共に筋肉に比較しでAdrenalinの 影響が大きく且つ

鋭敏であるものと考える.

一般にたなる外科的侵襲に対 して は澁沢等13)の報

告せるように核酸量の著明 な変化が認められ,大 野
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14) 15)は血清中のDNAは 淋巴組織に由来す る もの

であると説き,茂 呂16)は 副腎剔除白鼠 に つ いでA

drenalin投 与を実施しで末梢流血中淋巴球内のRibo

核蛋白の消長と副腎皮質機能との関係を追求し,副 腎

剔除動物にAdrenalinを 投与すると著明な染色性の

低下は認められず,逆 に上昇が認められ,淋 巴球数の

み減少すると報告しでいる.澁 沢17)も 同様に淋巴球

の核酸代謝について副腎皮質ホルモンによつて大なる

影響を受けることを報告しでいる.

著者の副腎剔除群における実験成績でも副腎剔除後

副腎皮質ホルモン投与を行なわない群では異常に高い

核酸量を示し, Adrenalinで は殆 ん ど 影響を認め

ず,副 腎皮質ホルモンのみ影響が認められたことは精

嚢腺が副腎皮質ホルモンと相当高度な内分泌学的或は

酵素学的関係を有するものと考えられる.

又,本 実験の対照としで正常家兎無処置群についで

核酸量を測定し,去 勢後では軽度の変化を認めるも著

変なく,時 間の経過についでも殆んど影響なく,い ず

れも正常値範囲内の成績を得た.手 術的見地よりすれ

ば去勢は副腎剔除術の如き大手術と異なり,従 つで核

酸量の変化も殆んど認め得なかつたが,内 分泌学的に

は重大な影響を及ぼすもので,生 体内のホルモン産生

機能に大なる影響を与えることは組織学的にも証明さ

れている.実 験結果では著変を認めなかつたので去勢

による直接的な影響は無いものと考えられる.大野14)

は家兎血清中の核酸量をThannhauser-Schmidt法

で測定し, RNAは 平均3.56mg/l, DNAは 平均

0.45mg/lと 報告し,竹 中18)は63羽 の 家兎に つき

血清中 の 核酸量 は 平均8.3mg/lと 報告 しで いる

が,著者の実験家兎65羽はおける正常値はRNA 3.6～

4.7mg/l平 均4.09mg/l, DNAは0.7～1.2mg/l平

均0.95mg/lで あつた.

以上の実験成績を総括すれば, RNAは 筋肉内投与

により投与後1～3時 間が最高を示 し,投 与前に比し

て4mg/l程 度の上昇が認められたに反しで,精 嚢

腺内投与では1時 間値 を最高としで2mg/l程 度の

上昇が認められた.DNAに ついでもほぼ同様の傾向

を示し,去 勢の影響に対しでは1回 投与では去勢後一

般に去勢前に比しで下降するようであり,連 続投与で

は筋肉内と精嚢腺内では 相反 す る成績 を示した.即

ち,前 者は去勢後減量するようであり,後 者は増量す

る傾向が認められた.こ のような場合でもDNAは 著

変を認めず, Adrenalin投 与によつでこのような成

績が認められたのはAdrenalinが 副腎皮質の分泌機

能を促進せしめたためで, Adrenalinに よる血糖増

加と可成りの関係が認められるようであるが直接的な

ものではないものと考えられる.

副腎髄質の機能亢進が肝グ リコ.ゲ ンを及び筋肉グ

リコ.ゲ ン減少させ,皮 質の機能亢進が糖新生を促進

せしめることは実験成績からも窺い知れるが,副 腎剔

除により副腎髄質並びに皮質を除去した実験では更に

興味があり,副 腎剔除後の無処置群ではDNAは 投与

前値が正常値の約1/2に減少する事 とRNAが 反対に2

倍以上増加しでいることである.一 般に副腎剔除によ

つで蒙 る各種の障碍はSelyeのGeneral Adaptat

ion Syndromeに 記載されでいるように, Adapta

tion diseaseを 来たすようなス トレスを実験的に加

えでも正常の場合に認められるような病的症候は発現

せず,反 対にシヨック症状を呈することが知られてい

る.本 実験においでも無処置群は全例が注入後5時 間

にで死亡するのを認めた.又RNA及 びDNAは 共に

著変なく.こ れは副腎欠如による間接的な副腎皮質の

刺戟が消失した為と解せられ る.こ れに反 しで,副 腎

剔除前後にわたりコーチゾンを投与せる群ではほぼ正

常動物と同様な変化が認められた.こ のように下垂体

-副 腎皮質-性 腺系の中で副腎剔除並びに去勢によつ

でそれぞれの内分泌腺除去による相互の影響を観察す

るに,

1. 精嚢腺が内分泌腺に依存す ること.

2. 副腎が比較的性腺に大な る影響を及ぼしでいる

こと.

3. 精嚢腺の吸収作用が筋肉等と比較的類似の生理

作用を有すること.

以上の諸点より治療上種々示唆する点が多いものと

考 える.

結 論

精嚢腺におけるAdrenalinの 影響 を家兎を使用し

で実験 し次の成績を得た.

1. Adrenalinを 筋肉内及び精嚢内に投与し,一

回投与と連続投与によつでそれぞれ相互の比較実験を

実施したが,連 続投与は1回 投与に比較して核酸 量の

増加が認められたが本質的に著明な相異を認めること

は出来なかつた.

2. 精嚢腺と筋肉では生理作用が異なり, Adrenal

inの 吸収作用を核酸代謝に及ぼす変化 として 観察.す

れば,精 嚢腺は筋肉に比しでやや劣るとはいえほほ類

似の作用を示した.

3. RNAはAdrenalin投 与 に よ り変化が著明

で,投 与後直ちに変化を示すが,DNAは 殆んど変化

せず,投 与後7時 間に至 るも投与前値とほぼ同値を示
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した.

4. 去 勢 に よ りRNAは 去 勢 前 に 比 較 しで 減 量 し,

 DNAも ほ ぼRNAと 同 様 な 結 果 を示 した.

5. 副 腎 剔 除 術 を実 施 しでAdrenalin精 嚢 内投 与

の 影 響 を観 察 した が,副 腎 剔 除 前 後 に わ た りコ ーチ ゾ

ン を投 与 せ る場 合 と無投 与 の 場 合 で は顕 著 な核 酸 量 の

変 化 が 認 め られ たが 核 酸 代謝 に は著 明 な影 響 を及 ぼ さ

な い成 績 を得 た.

(擱 筆 す るに 当 り御 懇 篤 な る御 指 導 並 び に 御 校 閲 を

賜 つ た恩 師 大 村 順 一 教 授 に深 甚 の 謝 意 を表 す)

本 論 文 の 要 旨は 第47回 日本 泌 尿 器 科 学 会 総 会 に お い

で 発 表 した.
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Studies on the Phosphate Metabolism in the Seminal Vesicles
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The effects of adrenalin on phosphate metabolism in the seminal vesicles were reported. 

Adrenalin was administrated into rabbit's seminal vesicles comparing to the intramuscular 

injection. Experiments were performed in two ways, one was only single administration 

and the other was continuous for 10days and the results were as followed.

1. By the administration of adrenalin into the seminal vesicles and intramuscular, RNA 

was increased, whereas DNA showed mostly the same level as in normal condition.

2. RNA was gradually decreased as well as in DNA after the castration.

3. On the effects of adrenalectomy, no significant effects could be seen in RNA and DNA 

by adrenalin administration in seminal vesicles with cortisone therapy, whereas with no 

cortisone therapy, valuable changes could be seen in RNA and DNA levels.

4. Comparing the effects of adrenalin on phosphate metabolism in seminal vesicles with 

muscle, the effects were essentially the same on both tissues, although much stronger 

reactions could be found in muscle than the seminal vesicles.


